
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の行事予定＊印については後日詳しくおたよりします。 

２日（木）のびのびすくすくの日＊ 

３日（金）節分会 

４日（土）・５日（日）アートフェスティバル 

【ぞう組出品：平田本陣記念館】 

６日（月）身体測定週（～１０日） 

７日（火）のびのびすくすくの日＊ 

８日（水）弁当の日 

５歳児５施設交流保育【ぞう組：平田体育館】 

９日（木）わくわくデー【命を大切にいただく食育活動】 

１１日（土）建国記念の日【祝日：休所】 

１５日（水）わくわくデー【イカの一夜干し】 

１７日（金）誕生会 

２０日（月）集金日・避難訓練 

２２日（水）わくわくデー【ありがとうの会】 

２３日（木）天皇誕生日【祝日：休所】 

２４日（金）布団持ち帰り日 

３月の行事予定 

５日（日）清掃奉仕【8:00～10:00：終了後保護者会役員会】＊ 

７日（火）ぞう組親子お別れ会（13:30～）＊ 

２４日（金）令和４年度修了式＊ 

３０日（木）・３１日（金）希望保育＊ 

保育目標〇冬の遊びを楽しもう 
 雪が積もる日が少ないからこそ、機会を逃さず雪や氷、冷たい風に触れ
る経験を大切に、この時期だからできる遊びを保育士や友だちと一緒に
楽しみます。 

〇寒さに負けず体を動かして遊ぼう 
鬼ごっこなど体をしっかりと使って楽しむ遊びを通して、体が温まる

体験をします。年齢の小さな子どもたちも、戸外でかけっこをしたり、デ
ッキで外気に触れたりしながら、体を動かして楽しみます。 

生活目標〇身の回りのことをすすんでしよう 
持ち物の始末や準備・着脱・片付けなど、年齢に応じた身の回り

のことができるよう、一人一人の様子を見守りながら、認めたり励
ましたりしていきます。自分でしようとする気持ちを大切にし、で
きたことを一緒に喜び合うことで、自信につなげていきます。 

保  育  所  だ  よ  り 
厳しい寒さの中にも、時折明るい日が差して、少しずつ春に近

づいていることを感じます。 
先日の大雪に、子どもたちは大喜び。目を輝かせて所庭に出か

け、雪遊びを思う存分、楽しんでいました。 
また、2年ぶりとなった発表会を 1月 28日に行いました。子ど

もたちが楽しんで取り組む姿や一人一人の成長した姿をステージ
発表から感じていただけたのではないでしょうか。 
子どもたちにとって、この発表会の経験や保護者の皆様にほめ

ていただいたことが、今後の生活の中での自信につながっていく
と思います。2月も引き続き「発表会ごっこ」を楽しみ、表現す
るおもしろさが感じられるようにと考えています。 
暦の上では立春を迎えますが、寒い日が続くようです。手洗い

やうがい、部屋の換気と加湿も行うなど、引き続き感染症の予防
に努めましょう。 

 

●保護者会の集金について（２０日） 

3月に保護者会の決算を行うため、今月は 3月分の保護者会費を一緒に集金さ

せて頂きます。よろしくお願いします。 

●ありがとうの会について（２２日） 

 わくわくデーでは今年度も地域の方々にお世話になり、たくさんの交流活動を

することができました。大福さま、平田第 5・６楽園クラブのみなさま、極楽寺

さま、吉川商店さま、生間さまを招待してありがとうの会を行います。 

 

発表会 

お知らせ・お願い 

❤子育て通信～大好き！が伝わるほめ方～ 
 毎日の子育ての中で、「子どもをほめましょう」と言われても何をどのよう
にほめたらいいのか迷われることはありませんか。そこで、「ほめる」ことに
ついて紹介したいと思います。 
 
 
ポイント：「いいことをしたらほめよう」「がんばったらほめよう」ではなく、

今の子どもの中にすでにある、いいところ、がんばっているとこ
ろを見つけていくことをしてみましょう。 

 
「ほめる」とは：子どもを評価することではありません。子どものがんばり、

成長を見つけて、その喜びを伝えていくことです。 

ぞう組 

 

ぱんだ組 

 

＊職員の出張はありませんが、研修は当所においてオンラインで

受講いたします。 

令和５年２月号 

平 田 保 育 所 
携帯①090-2860-6746 

携帯②090-2805-4940 

 

TEL 62-3207 

① できないことを叱るのではなく、できたところをほめましょう。 
② やるとき、やらないときがあったら、やったとき、確実にほめましょう。 
③ 子どもに対する否定のことばが多くなり、子どもも自信を失っているな 

と感じたら、そのときは、思い切って要求水準を下げましょう。「できて
当たり前」ではなく「できなくて当たり前」とみていくのです。 

④ よその子と比較するよりも、その子が、少しでも成長したところを、見つ
けていきましょう。比較するとすれば、以前のその子と比較するのがいい
でしょう。 

⑤ いい子でいなくちゃいけないと、120パーセントでいつも頑張っている子
は、どこかで疲れがたまってきます。このタイプの子には、「失敗した」
と子どもが感じている時「そんなこともあるよ。」「いつもしっかりしてい
るから、安心するわ」「○○しようと思ったんだよね。そんな○○も大好
きだよ」と失敗をほめましょう。 

⑥  「ありがとう」という言葉は、お礼の言葉であると同時に最高のほめ言
葉です。 

参考文献：子育てハッピーアドバイス～大好き！が伝わるほめ方＊𠮟り方～ 

明橋大二著 1万年出版 

ご寄贈ありがとうございました 

保護者様～紙パンツ  平田高校3年生様～折り紙作品 

  

こあら組 

 

うさぎ組 

 

りす組 

 

ひよこ組 

 


